













































































































試験区 主茎長 主茎葉数 全葉面積 全葉数 分枝数 乾物重
1次 2次 茎葉 根
cm 面 9 9
1 23．6a 14．3b 1924．62b 88．0b 7．5b 13．0a 16．1b 2．7a
標CO2
?
17．5a 11．0b 958．05a 39．3a 4．3a 3．5a 7．5b 0．6a
中温 m 23．9a 13．8b 2268．73b 106．0b 6．5b 10．0a 20．5b 4．0a
1 25．4ab 15．3b 2444．06a 106．7b 8．7b 10．8ab 25．1a 4．8a
高CO2
?
16．8ab 11．0b 1327．15a 47．0a 4．5a 2．8a 11．4a 0．8a
中温 III 25．5a 15．8ab 2519．58ab 114．0b 7．3b 12．8b 24．8ab 3．9a
1 27．9a 16．5a 2698．38a 143．7a 10．5a13．2a 28．3a 2．6a
高CO2
?
21．3a 12．8a 1148．70a 45．3a 5．3a 2．8a 9．3ab 0．6a


























































試験区 主茎長 主茎葉数 全葉面積　　　全葉数　　　　　　分枝数　　　　　　　　乾物重
品種 1次　　　　2次　　　　茎葉 根
CO2．温度 cm CII／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9 9
古同． 高区 35．8b13．5b 1334．48　ab　　65．3　ab　　　　　6．8　a　　　　　　3．5　b　　　　　9．8　b　　　　　1．5abc
千葉半立　標． 中区 20．9ghi9．8cdef335．41　fg　　　24．8　fg　　　　　　3．5　d　　　　　　　O　d　　　　　2．9　gh　　　　O．7bcd
肯同． 中区 27．O　def10。3cd 803．94　d　　　37．3　cde　　　　　6．3　ab　　　　　2．8　b　　　　　6．5　d　　　　　l．6ab
．冒匿雪雪■層冒冒■曹曹曹曹・・9・曹一・…曹一・… 9・曹・…曹曹…999曹一…曹曹雪雪曹．．・．，曹曹曹，，．，曹，，，”曹，，層，層，曹，曹層・．曹，曹一，層冒曹冒曹■層一甲冒層冒・曹雪雪冒冒冒騨冒，，，，，，，，，曹，，，，雫，一雫，雫，，層一，，，一弓弓甲，「一雫一一一一，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
肯同． 高区 33．7bc13。Ob 1566．29　a　　　　72．3　a　　　　　　　7．O　a　　　　　　5．5　a　　　　11．4　a　　　　　l．6ab
ナカテ　　標． 中区 21．1gh9．O　efg 331．37　fg　　　26．8　efg　　　　　4．O　cd　　　　　O．5　cd　　　　2．8　gh　　　　1．2abcd
ユタカ　高． 中区 30．3cd10．5c 738．06　de　　41．3　c　　　　　　　5．3　bc　　　　　3．5　b　　　　　5．7　def　　　1．6ab
・・99曹・一・…9曹曹一一一一■一一一一一一一一一一一 幽一　一一　一　一　一一一一　一　一　一　一　一一一　一　一　一　一　一一一■　一　一　一　一　一一一一　■　一　一　一一　一一■　一　一　一■　一　一　一　一一一一　一　一　一　一　一　一一一　一　一　一　一一曹幽　一　幽　一　幽　一9曹●　●　幽　●　●　●　●　9曹一●　一　●　●　■　9　匿曹●　●　9　9　匿一　一　●　曹　9曹■　一　●一　匿　匿曹曹一　一　一　■　●　■　曹　曹　匿一　曹雪一　¶　曹　冒　層　冒　，雪　，一　¶　■　●　■　曹　，　，　一　，，一　一
官同． 高区 33．9bc 12．5b1096．56　c　　　38．O　cd　　　　　　4．O　cd　　　　　　　O　d　　　　　8．5　bc　　　　2．1a
飽託中粒　標． 中区 17．8hi8．39 213．21　9　　　24．5　fg　　　　　　3．5　d　　　　　　　O　d　　　　　1．5　hi　　　　O．4cd
古同． 中区 22．8fg 9．3defg677．70　de　　29．5　def　　　　　4．O　cd　　　　　　　O　d　　　　　4．8　ef　　　　O．8bcd
一一一一雫一一一一一一一一，，，冒，，「，騨，雫甲「，，，， ，層一，一雫雫，，，甲一一一一雫一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一●曹一幽幽幽●●圏一●幽9－●●■●●●囑●●■●●●囑●■●■●●■■9匿曹●曹囑●■●●●99曹曹●●●一●一曹曹曹曹曹9一
由局． 高区 49．5a15．8a 1095．36　bc　　38．5　cd　　　　　　4．O　cd　　　　　　　O　d　　　　　8．1　c　　　　　1．5abc
ジャワ　　標． 中区 18．Ohi8．8fg 226，27　9　　　18．8　fg　　　　　　2．O　e　　　　　　　O　d　　　　　1．5　hi　　　　O．7bcd
13号　　　高．中区 28．8de10．O　cde544．56　ef　　29．O　def　　　　　3．3　de　　　　　　O　d　　　　　4．2　fg　　　　O．5bcd
幽幽・幽■一幽一幽一幽圏■幽一甲一一一一，一一一一畠一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一■一一一一一一一一■一一一一一一一一一一・一幽幽一幽一一一幽圏一9・幽曹・・・…曹囑・曹幽・曹・．・■・．・．・・■曹・曹・…匿・匿曹曹・一一・一・…匿曹，9…．o，曹曹曹囑・・
サウスイ　高． 高区 34．8b12．8b 1079．06　c　　　54．8　b　　　　　　6．3　ab　　　　　3．5　b　　　　　5．9　de　　　　1．5abc
一ストラ　標． 中区 16．8i 8．39 16428　9　　　17．8　9　　　　　　3．3　de　　　　　　O　d　　　　　l．1　1　　　　　0．3d
ンナー　　高． 中区 25．O　efg10．O　cde540．69　ef　　36．3　cde　　　　　4．5　cd　　　　　2．O　bc　　　　4．3　fg　　　　O．8bcd
＊各調査項目内で異なるアルファベットは5％水準で有意差があることを示す
＊高．高区は，高CO2（750ppm），高温（33／27℃）。標．中温区は，標9e　CO2（370胆），中温（28／22℃）。高．中区は高CO2，中温を
示す。
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くことが認められたが，中温の場合にはCO2の吸収が高ま
らなかったのではないかと思われた。このことについては
今後検討したい。
　実験IV　品種とCO2濃度との関係
　品種とCO2施用濃度との関係について示したのが第2
表である。地上部の各形質は，いずれの品種においても高
CO2濃度施用区で高い値を示した。特に高温条件下で高
CO2濃度施用区でもっとも高い値を示し，各形質の間で有
意差が認められるものが多かった。また中温条件下で高
CO2濃度施用区においても高CO2・高温区と同様の有意差
を示す形質が認められるが高CO2・高温区に比べ数値的に
は低い値を示した。地上部の各形質の中でも高CO2濃度施
用区では，いずれの品種とも全葉面積の増加が著しく高
CO2・高温区では標準CO2・中温区の約4－5倍の葉面積を
示し，また高CO2・中温区においても約2－3倍の葉面積
の増加が認められた。全葉面積の増加の主な要因は葉数の
増加によるものであり，また葉数の増加を招いた原因は主
茎葉数の増大と第1次分枝数及び2次分枝数の増加による
ものである。
　地下部形質の根部の乾物重については有意差が認められ
ない品種が多く，実験1での品種千葉半立を用いた実験結
果と同様な傾向を示した。また茎葉での乾物重においても
高い値を示した品種が認められ，これらの結果から落花生
の生育において高CO2濃度施用は各品種とも地上部の生
長を促進する効果が認められ，その結果開花の促進をうな
がし収量の増加につながる可能性を示唆している。これら
の点について今後検討したい。
　各品種の純光合成速度について第1図に示した。千葉半
立では高CO2・高温区において低照射照度から高い値を示
し，標準CO2・中温区，高CO2・中温区の両区ではほとん
ど差異が認められなかった。ナカテユタカでは千葉半立に
類似した傾向を示した。飽託中粒，ジヤワ13号では各処理
区間でほとんど差異は認められなかった。サウスイースト
ランナーでは低照射照度下の光合成速度が高CO2・高温区
で高かったが，高照射になるにしたがい，ほとんど差異が
認められなかった。
　これらの結果から長期間にわたり連続して高濃度の
CO2にさらされた植物は，自然大気中で生育した植物と比
べ光合成速度が低下する（11×2°）。このことは，日中の連続し
たCO2施用により葉中にデンプンが蓄積し，光合成の
フィードバック阻害が起きるためとされ，また葉の肥厚と
の関連も指摘されている。吉岡によると，終日900ppmth度の
20
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（「?????）??????
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第1図　落花生品種の光合成速度に及ぼすCO2濃度および温度の影響
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CO2施用を行ったホウレンソウの葉は蒸散の抑制やエチレ
ン生成が促進される結果，葉の老化が促進されるとしてい
るσ9）。
　本実験結果から，タイプによって光合成速度に幾つかの
パターンが認められ，また品種によっても違いがあること
も認められている㈹。特にバージニアタイプでは高温．高
CO2施用により光合成速度が高く，バレンシアタイプでは
処理の影響はほとんど認められない。スパニッシユタイプ
では草型が立性であることから上位葉での光合成速度はほ
とんど違いが認められなかった。特に品種による光合成速
度の違いが認められるが，バージニアタイプは草型が飼旬
系であるため分枝の発生も多く生長も旺盛であったことか
ら，高濃度のCO2条件下でCO2の吸収量が高かったのでは
ないかと思われる。
　なお，総体的に光合成速度が高い値を示したことは，主
茎の上位葉について光合成速度を測定したことから，上位
葉は展開してからCO2にさらされる期間が短かかったた
めではないかと思われる。このことについても今後検討し
たい。
要約
　CO2濃度施用による落花生の生育について，フアイトト
ロンを用い高CO2濃度（750ppm）高温33℃／27℃，標準CO2
濃度（370ppm）中温28℃／27℃及びCO2濃度（750pym）中温
28℃／22℃の条件下でのCO2濃度差及び温度差が落花生の
生育に及ぼす影響について実験をおこなった。
（1）品種，千葉半立では高CO2施用により地上部の各形質
　について生長が早まり，特に葉面積で顕著な増大が認め
　られたが，根部についてほとんど差異は認められなかっ
　た。
（2）温度，CO2濃度が一定の場合であっても日長，日射量が
　減少すると全般的に生育が低下し，高CO2・高温区に比
　べ高CO2濃度・中温区においても形質によってはいくぶ
　ん高い値を示した。
（3）各品種では高CO2濃度・高温区において各形質とも高
　い値を示し，また高CO2処理・中温区においてもCO2施
　用の効果が認められた。
（4）光合成速度については，バージニアタイプの千葉半立
　では，高CO2・高温区で光合成速度が高まるが，バレン
　シアタイプの飽託中粒ではほとんど変わらなかった。ま
　たスパニシュタイプにおいてもほとんど差異は認められ
　なかった。
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